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主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅰ－５－（４）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 1,388 ③ 目標値 60 60 60

 ( H15 ～ ) ② 425 ④ 実績値 - 98.1 －

 [％] 達成率 - 163.5% －

 目標値 60

実績値 38

達成率 63.3%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 544 ③ 目標値 10 10 －

 ( H13 ～ ) ② 186 ④ 実績値 10 10 －

 [人] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 12

実績値 12

達成率 100.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 5,445 ③ 目標値 5,000

 ( R3 ～ R3 ) ② 3,025 ④ 実績値 39,714

 [延べ人] 達成率 794.3%

 目標値 2

実績値 3

達成率 150.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

1

食の安全・安心推進事業 ①食の信頼性確保対策
　・食品関連事業者や消費者に向けた食品表示に関す
　　る講習会等の開催
　・食品表示マニュアルの作成

②食の安全確保対策
　・カンピロバクター食中毒対策のための実態調査の
　　実施
　・食中毒検査体制の維持

③食の安心確保対策
　・食の安全・安心リスクコミュニケーション推進に
　　向けた研修会の開催
　・親子で参加する食の安全・安心教室の実施

167 消費者等の理解度向
上割合

Ａ食品・生活衛生課

　食の安全・安心を確保するため、事業者に
対する食品事故防止対策や消費者に対する正
確な情報周知を行うとともに、両者の相互理
解を図るため、リスクコミュニケーション
（消費者と事業者間の情報共有や意見交換
等）を実施する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

食のリスクコミュニ
ケーション開催回数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

[回]

　リスクコミュニケーションとして、大学生等を対象とした消費者
向け講座を開催し、コンタミネーション（異物混入）防止やアレル
ゲンを使わない商品開発など製造業者の取組を学んでもらうこと
で、食の安全安心に対する理解向上につなげることができた。
　令和４年度は、引き続き事業者や消費者に対して講習会やリスク
コミュニケーションを実施するとともに、自然毒由来の食中毒発生
を防止するため、新たに検査体制の整備や普及啓発に取り組む。

[回]

食品関連事業者講習
会開催回数

目標値 29予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 58
3,333 2,501

達成率 200.0%(0) (614)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

2

BSE検査事業 ①BSEスクリーニング検査の実施
　　と畜場で処理される神経症状等を呈する牛に対す
  るBSEスクリーニング検査の実施

②検査用消耗品等の整備更新
  ・BSEスクリーニング検査用資材の整備更新

BSE検査実施可能者
数

730
達成率(0) (544)

Ａ食品・生活衛生課

　市場に流通する牛肉の安全性を確保するた
め、（株）大分県畜産公社でと畜処理される
牛のBSEスクリーニング検査を実施する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

BSE検査手技に関する
研修の実施回数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　指導者の監督のもと実際の検体、検査キットを使用し、研修
者自身が検査作業を行いながら手技を習得していくOJT研修を実
施し、検査実施可能者数を確保することができた。
　令和４年度以降も、引き続き検査体制の維持に努める。

[回]

目標値
予算額 決算額

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

898

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

3

「安心はおいしい」情報発信事業 ①衛生確保対策の指導
　・アルコールなどの衛生資材の配布
　・飲食店の感染防止対策実施状況の現地確認

②「安心はおいしい」サイトの改修
　・利用者の利便性向上のため、認証店舗の一覧を掲
　　載
　・第三者認証制度の開始に合わせ、申請フォームを
　　新設

③広報啓発の実施
　　食品衛生協会に加入している飲食店事業者等に対
　し、感染防止対策や認証制度を周知

1,180 サイトアクセス者数

9,650
達成率(0) (9,650)

Ａ食品・生活衛生課

　飲食店事業者が行う新型コロナウイルス感
染症対策を支援するため、取り組むべき対策
や対策実施店舗等の情報を発信するととも
に、対策状況の確認指導を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

感染対策の徹底に向
けた広報回数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　巡回指導・広報活動を実施し自己認証制度「安心はおいし
い」の活用を促したことに加え、Webサイトに第三者認証制度
「安心はおいしいプラス」の申請フォームや認証店一覧を追加
したことで、サイトアクセス者数は目標を大幅に上回った。
　令和４年度からは、「安心はおいしいプラス」認証制度推進
事業に統合し、引き続き飲食店における新型コロナウイルス感
染症対策を推進する。

[回]

目標値
予算額 決算額

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

9,650
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅰ－５－（４）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 958,419 ③ 目標値 5,000 500

 ( R3 ～ R5 ) ② 84,509 ④ 実績値 4,477 －

 [件] 達成率 89.5% －

 目標値 104

実績値 104

達成率 100.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 20,956 ③ 目標値 10,000 7,600

 ( R1 ～ R3 ) ② 11,457 ④ 実績値 10,768 7,647

 [者] 達成率 107.7% 100.6%

 目標値 500

実績値 517

達成率 103.4%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 9,575 ③ 目標値 83.3

 ( R3 ～ R3 ) ② 3,134 ④ 実績値 93.3

 [％] 達成率 112.0%

 目標値 100

実績値 100

達成率 100.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

4

「安心はおいしいプラス」認証制度推進事業 ①認証取得に向けた補助制度の実施
　　認証取得のための設備導入等を行う飲食店事業者
　に対し、補助金を交付
　（補助率10/10、上限30万円）

②第三者認証制度の創設
　・国からの通知を元にチェックリストを作成
　・申請を受け現地確認、助言・指導を行い、基準を
　　満たしている飲食店に認証を付与

新規認証店舗数

1,048,815
達成率 100.0%(0) (1,048,806) [件]

Ｃ食品・生活衛生課

　飲食店における新型コロナウイルス感染症
の拡大を防止するため、第三者による認証制
度を創設するとともに、飲食店事業者が行う
設備導入に要する経費に対して助成する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

感染対策の徹底に向
けた広報回数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　認証店舗数の拡大に向け、テレビＣＭや新聞・Web広告、非認
証店への訪問勧誘を実施したものの、感染が落ち着いた時期に
認証申請が減少し、目標達成には至らなかった。
　引き続き、訪問活動を中心とした認証への勧誘を行い、認証
店舗を増やす。また、認証制度の質を担保するため、令和４年
度は認証取得施設の巡回指導を行い、感染防止対策状況の確
認、助言指導を実施する。

[回]

非認証店への訪問活
動

目標値 820予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 820
1,048,815

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

5

おおいたHACCPトータル支援事業 ①民間団体との連携によるHACCP定着支援
　・HACCPの周知及び円滑な導入の促進のためのセミ
　　ナー開催
　・インターネットを利用した衛生管理計画の作成を
　　推進

②HACCP導入施設の妥当性審査
　・HACCP情報のリアルタイムでの共有
　・大規模及び中規模施設に対する施設立入審査

HACCP導入事業者数

32,413
達成率 100.8%(0) (15,882) [人]

Ａ食品・生活衛生課

　食品衛生法改正の趣旨を踏まえ、食の安全
性を一層確保するため、食品の製造・加工過
程における衛生管理手法であるHACCPの導入・
定着に取り組む食品取扱事業者の支援及び導
入後のフォローアップを実施する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

許可事業者のセミ
ナー受講者数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　ワークショップ型セミナーの開催や、インターネット上で衛
生管理計画を作成することができるサイトの利用促進、個別指
導等により、目標を達成することができた。
　令和４年度からは、「HACCPフォローアップ事業」に組み替
え、導入したHACCPの確実な定着に向け現地確認を行う。

[人]

届出事業者のセミ
ナー受講者数

目標値 4,000予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 4,030
32,414

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

6

食肉輸出検査体制高度化事業 ①輸出関連業務の効率化
　・と畜検査システムの改修
　・微生物検査、病理検査の迅速化に用いる検査資材
　　を導入

②輸出相手国からの要求への対応
　　国際的なGLP管理に対応するため、畜産公社の機材
  整備を実施

③HACCP外部検証の実施
　・微生物検査体制の構築のための機材整備
　・残留物質モニタリング検査の実施等

2,010 HACCP外部検証にお
ける適合結果率

14,719
達成率(0) (7,013)

Ａ食品・生活衛生課

　食肉の安全性を一層担保するため、と畜場
に対しHACCPに基づく外部検証を実施するとと
もに、輸出認定維持に向けて輸出相手国から
の要求に基づき検査体制を強化する。
　また、高いレベルの検査精度を維持するた
め、と畜検査システムの改修等により輸出関
連業務の効率化を図る。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

現場検査、記録検査
の実施率

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　大分県畜産公社に検査結果に基づいた助言・指導を行い、作
業手順等の改善をさせることで目標を達成し、食肉の安全性を
確保することができた。また、米国などからの要求に基づいた
機器整備、GLP管理を実施し、輸出認定の維持ができている。
　今後の水産食品の輸出量増加に対応していくため、令和４年
度から「食品輸出支援体制強化事業」に組み替え、保健所が行
う輸出事務の効率化を図る。

[％]

目標値
予算額 決算額

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

15,318
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅰ－５－（４）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 22,110 ③ 目標値 380 382 384

 ( H28 ～ ) ② 23 ④ 実績値 395 389 －

 [ha] 達成率 103.9% 101.8% －

 目標値 14

実績値 14

達成率 100.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

7

環境に配慮した農業定着化推進事業 ①環境保全型農業直接支払交付金の交付
　・化学肥料・化学合成農薬を原則５割以上低減に加
　　え、地球温暖化防止または生物多様性保全等に効
　　果の高い営農活動を支援
　・県及び市町村の推進費
 
②市町村担当者会議及び市町村抽出検査の実施
　　市町村への事業説明及び取組内容の現地確認

環境保全型農業直接
支払交付金実施面積

22,133
達成率 200.0%(0) (14,908) [回]

Ａ地域農業振興課

　農業の持続的発展と農業の有する多面的機
能の発揮を図るため、農業生産に由来する環
境負荷を軽減するとともに、地球温暖化防止
や生物多様性保全に効果の高い農業生産活動
を支援する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

市町村推進指導数 事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　化学肥料や農薬等による環境負荷の軽減及び農業が有する環
境保全機能の向上のため、環境保全に資する農業生産活動を行
う農業者団体等の支援を行い、農業が本来有する自然循環機能
を維持・増進し、農業の持続的発展を推進することができた。
　引き続き、市町村への指導を通じて、環境保全に資する農業
生産活動が取り組まれるよう推進する。

[市町村]

市町村説明会開催回
数

目標値 1予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 2
22,388
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